
令和３年９月１６日

取手市議会議長

齋 藤 久 代 殿

福 祉 厚 生 常 任 委 員 会

委員長 石 井 め ぐ み

委 員 会 中 間 報 告 書

本委員会に付託の調査事件について，会議規則第４５条の規定により，下

記のとおり報告いたします。

記

１ 調査事件名 令和３年第１回意見交換会時要望・意見に関する当委員会所管事務

２ 調査の経過 令和３年６月１７日，９月９日

３ 意 見 別紙のとおり



【
福
祉
厚
生
常
任
委
員
会
】
令
和
３
年
第
１
回
市
民
と
の
意
見
交
換
会
（
要
望
・
意
見
）

要
望
・
意
見

回
答

１
シ
ニ
ア
の
ス
マ
ホ
保
有
率
は
7
割
。
し
か
し
、
使

用
し
て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
電
話
機
能
の
み
。

ス
マ
ホ
は
電
話
で
は
な
く
情
報
収
集
ツ
ー
ル
で

あ
る
と
い
う
認
識
に
変
わ
る
必
要
が
あ
る
。
Zo
o
m

に
興
味
の
あ
る
人
は
潜
在
的
に
い
る
と
感
じ
て

い
る
。

高
齢
者
の
孤
立
化
防
止
に
、
ど
の
よ
う
に
オ
ン
ラ

イ
ン
を
活
用
す
る
か
検
討
を
。
今
後
も
推
進
を
。

ス
マ
ホ
の
活
用
は
、
高
齢
者
の
孤
立
化
防
止
の
一
助
に
な
り
得
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
情
報
収
集
ツ
ー
ル
と
し

て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
知
識
を
得
る
場
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
場
に
つ
い
て
は
、
市
や
企
業
、

地
域
が
、
そ
れ
ぞ
れ
設
け
て
い
ま
す
。

孤
立
化
防
止
の
取
組
の
一
例
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
直
接
的
な
接
触
を
控
え
ざ
る
を
得
な
い

問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
憩
い
・
オ
ン
ラ
イ
ン
」
が
令
和
２
年
に
市
内
に
発
足
し

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
高
齢
者
を
含
む
市
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
推
進
に
つ

い
て
活
動
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
2
0
20
年
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
改
革
の
基
本
方
針
」
に
示
さ
れ
た
「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
、
人
に
や
さ
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」
と
い
う
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
「
自
治
体
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
に
向
け

た
様
々
な
取
組
を
行
う
予
定
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
市
議
会
と
し
て
も
今
後
の
取
組
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
ま
す
。


